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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
パニック発作(pA)や過換気発作(HVA)の患者は救急外来に搬送 される事 も多い｡セ
ロ トニンの低下が PAや HVAの原因の一つ とされているが､セロ トニンの産生過程
でピタミB6や鉄が重要な補因子として働いている｡本研究は PAや HVAの病態を
明らかにす る為 に PA､HVAで救急外来 に搬送された患者に対 し､血清中のピタミ
B2､B6､B12､鉄濃度を測定 したo発作群では 21名が pA､HVAと診断され､対照





論 文 審 査 結 果 の 要 旨
セロトニンは不安発作やうつ病の病態に深く関わっているが､本研究は､セロトニン合成の補
酵素として働くビタミンB6および鉄に注目し､パ土ック発作ないし過換気発作(発作群)を呈した
患者血清濃度を測定したoその結果､対照群(20名)と比較して発作群(21名)tま有意にビタミン
B6および鉄が減少していたO-方同時測定した､ビタミンB2､B12は変化なく､食事の影響は考
えにくかった｡以上のことから､ビタミンB6および鉄が深く関与するセロトニン神経系が発作に関
与している可能性が示唆された｡臨床的にも極めて有用な知見を示唆したものとして､価値ある
業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認めるO
